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高信頼クラウドストレージを含んだ
オールインワンDRストレージ「DR Box Cloud Packシリーズ」を発表

～ Amazon S3、NTTコミュニケーションズCloudnのクラウドストレージを採用～
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コアマイクロシステムズの吉政でございます。

謹んで新年のお祝辞を申し上げます
旧年中はひとかたならぬご厚情を賜り、誠にありがとうございました。
本年も相変わらず、よろしくお願いいたします。
皆様のご健康とご多幸をお祈り申し上げます。 

新年最初のメルマガはBCP対策やDR（災害対策）用の特集でお届けします。

最初に昨年末に発表したAmazon S3、NTTコミュニケーションズCloudnのクラウド
ストレージと連携して、クラウド上にバックアップを取るNAS「DR Box Cloud Pack
シリーズ」をご紹介します。

また、コラムではBCP対策やDR対策の提案や採用稟議の際に役立つ市場データや
計算式をご紹介します。

それでは今年も宜しくお願いいたします。
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[News & Topics]

◇12月20日発表
高信頼クラウドストレージを含んだ
オールインワンDRストレージ「DR Box Cloud Packシリーズ」を発表
～ Amazon S3、NTTコミュニケーションズCloudnのクラウドストレージを採用～

【Facebook】
Facebookのページを運営しています。
全ての最新情報をこのページでも告知します。宜しければイイネをお願いします。
http://www.facebook.com/core.micro.systems.inc/

[ストレージ・マーケティングコラム]

第十二回：BCP/DRシステム検討時に役立つ市場データと計算式
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[News & Topics]

◇12月20日発表
高信頼クラウドストレージを含んだ
オールインワンDRストレージ「DR Box Cloud Packシリーズ」を発表
～ Amazon S3、NTTコミュニケーションズCloudnのクラウドストレージを採用～

URL　http://www.cmsinc.co.jp/news/2012/news20121220.html

解説：DR Box Cloud Packシリーズは、自然災害などの備えとしてニーズが
高まっているDR環境を中小企業でも容易に導入できる製品として開発され、
外部の信頼性の高いクラウドストレージをパックにすることで、低価格＆簡単
にDR環境の構築を実現しています。NASでの基本的なローカルバックアップ
機能に加え、クラウドストレージで評価が高いAmazon S3またはNTTコミュニ
ケーションズCloudnにもデータをバックアップすることで、災害発生時にデー
タの回復、システムの復帰をスムーズに行うことが可能です。クラウドストレー
ジの契約はパックになっており、面倒な契約や操作が不要で、容易に強固な
DR環境を構築することができます。
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Windows、Mac、Linuxに対応する高速なファイル共有機能と、PCクライアント
＆PCサーバのバックアップエージェント、さらにクラウドストレージで安全かつ
確実にデータを保管し、低価格であらゆる災害に対してデータを保護できる
環境を提供します。

仕様や価格は上記のURLをご覧ください。
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BCP対策、DR対策など、震災以降ニーズが高まっています。
今もその高まりは継続しています。

面白いデータがあったので、まずはご紹介します。このデータは震災時にBCPが
機能したかどうか？そして、その結果を見て、全体的にどのような方向性になった
のかが記載されています。

このデータはBCPやDR対策システムを検討する際の参考になると思います。

1．BCPの機能状況
十分機能した：11.7％
おおむね機能したが、問題があった：54.7％
ほとんど機能しなかった：33.6％

2．上記を踏えた、対策が必要なリスク　※上位2位
多くのシステムが一か所に集中している　61.4％
広域の電源遮断により既存のバックアップが機能しなくなる

3．BCP策定、見直しのポイント　※上位3位
外部データセンターの活用：74.0％
ネットワークの多重化：65.3％
バックアップセンターの準備：61.5％

上記を踏まえると、システムとネットワークの復旧ができなかったことに問題が
存在することがわかります。

※上記の原文と解説は以下をご覧ください。
http://www.juas.or.jp/servey/it12/it12_bcp.pdf

一方で、お客様が一番迷うのは、どこまで投資してよいかわからないというところ
です。これは以前、BCP対策のシステムを販売していた時に実際に直面していた
ことです。「万全にこしたことはないけど、稟議をあげなければいけないので、投資
規模の必然性が求められます。」といったような声を多くいただいていました。

その際に、参考程度にお伝えしていた計算式を最後にご紹介します。

影響範囲年商×ダウンタイム（RPO+RTO）÷年間営業時間
＝システムダウンによる損失金額

このシステムダウンによる損失金額が投資金額を下回るようにするイメージです。

※RPO（Recovery　Point　Objective）＝復旧時点目標
　（バックアップを取るタイミング）

※RTO（Recovery　Time　Objective）＝リカバリ時間目標
　（復旧するまでにかかる時間）

例えば、テープバックアップしている場合、日次バッチが多いので、その場合は営業
時間分の8時間と、復旧までに1日と考えるとさらに8時間の合計16時間となります。
この数字を上記の計算式に当てはめて導き出します。
計算式としてはかなり荒いですが、大よそのイメージを持つには良いと思われます。

いかがでしょうか？
今回はBCPに関する情報をお届けしました。昨年12月に発表した弊社の「DR Box 
Cloud Packシリーズ」検討の際にもご参考ください。
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（マーケティング・アドバイザー　吉政忠志）
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※　CMS News Letterについては下記にバックナンバーをアップしています。
　　http://www.cmsinc.co.jp/mm/mailmagazine/index.html
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一年はあっという間です。何か良い成果を残そうと思えば、時間を効率的に使うことは
とても重要な気がします。年を重ねるにつれ、実行するプロジェクトの作業的な重さが
増すため、効率的に時間を使わなければなりません。もし効率的に使えない場合は
作業時間を増やしてでも達成をしなければならないと思う新年でした。今年も宜しく
お願いいたします。（吉政）

―――――――――――――――――――――――――――――――――――
コアマイクロシステムズでは、お客様事例を募集しております。事例公開にご
協力いただきましたお客様の社名やお取り組みを弊社のホームページや販促資
料に記載し、皆様のビジネスの露出度向上に些少でも貢献出来ればと思います。
お気軽に弊社担当までお申し付けください。
―◇本メールマガジンの登録解除方法◇―――――――――――――――――
このメールに対する登録解除は★そのまま返信★でその旨をお伝えください。
―――――――――――――――――――――――――――――――――――
本メールマガジンの送付先追加と送付先変更方法
このメールマガジンに★そのまま返信★で下記の項目をCut & Pasteして項目
を埋め、返信して下さい。

変更の場合、旧送付先：
（１）メールアドレス：
（２）氏名　　　　　：
（３）会社名　　　　：
（４）部署名　　　　：
（５）役職名　　　　：

―――――――――――――――――――――――――――――――――――
発行人：コアマイクロシステムズ株式会社　吉政　忠志
──――─―─―─（C) Core Micro Systems Inc., All Rights Reserved ―
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